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兵庫県芸術文化協会
令和 2年11月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

昨年の会場風景

兵庫県立コウノトリの郷公園

昨年の様子

　

日
頃
、
何
気
な

く
耳
に
す
る
「
風

物
詩
」
と
い
う
言

葉
は
、
季
節
の
感

じ
を
よ
く
表
し
て

い
る
物
事
と
い
う

意
味
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
風
物
と
は
、
風
景

や
そ
れ
を
形
作
っ
て
い
る
個

々
の
景
物
、
あ
る
土
地
や
季

節
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
事

物
の
こ
と
で
、
普
段
の
生
活

で
何
気
な
く
目
に
す
る
光
景

の
中
に
も
、
風
物
と
言
え
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
木
々
の
色
付
き
、若
葉
、

木
陰
、
落
葉
で
も
季
節
そ
れ

ぞ
れ
に
違
っ
た
表
情
が
あ

り
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
で
四

季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
は
何
故

か
季
節
を
あ
ま
り
感
じ
な
い

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
四
季

そ
れ
ぞ
れ
の
風
物
詩
を
身
体

で
感
じ
て
い
な
い
か
ら
で
し

ょ
う
。
春
な
ら
お
花
見
、
夏

は
花
火
と
い
う
よ
う
に
。

　

先
日
、
新
聞
に
小
学
生
が

投
稿
し
た
「
花
火
」
を
題
材

に
し
た
俳
句
の
優
秀
作
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
人

の
私
た
ち
が
想
像
も
つ
か
な

い
子
供
た
ち
の
豊
か
な
発
想

に
驚
か
さ
れ
、
読
み
終
え
て

ま
る
で
打
ち
あ
が
っ
た
花
火

を
見
た
よ
う
な
感
覚
に
な
り

ま
し
た
。
言
葉
の
力
で
花
火

を
心
の
中
に
打
ち
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
な
ん
て
、
想
像

も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

風
物
詩
は
身
体
で
感
じ
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
の
感
じ

方
次
第
で
表
現
で
き
る
も
の

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
自
分
の
世
界
を
無
限
大

に
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
素

晴
ら
し
い
言
葉
に
触
れ
、
自

分
の
気
持
ち
を
素
直
に
言
葉

で
表
す
大
切
さ
を
忘
れ
ず
に

い
た
い
も
の
で
す
。（
Ｈ
）

S
ソーシャルネットワーキングサービス
NSはじめました！

インスタグラム

フェイスブック

ツイッター

ユーチューブ

兵
庫
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
を
配
信
中
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

動画配信はこちらをチェック！

第9回兵庫公演
名手たちの交響楽団 ニューイヤーコンサート

ジャパン・ヴィルトゥオーゾ・
シンフォニー・オーケストラ
令和3年1月4日㈪県立芸術文化センターで開催
11月6日㈮からチケット発売開始

　

日
本
を
代
表
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
か
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
や
首
席
奏
者
を
中
心
に
編

成
し
た
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
オ
ー
ゾ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」。
こ
の
「
夢三枝成彰さん 大友直人さん 仲道郁代さん

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
、
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
ニ
ュ
ー

イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
、
多
く
の
芸
術
文

化
事
業
が
中
止
や
縮
小
と
な
る

な
か
、
こ
の
公
演
が
新
し
い
年

の
幕
開
を
飾
る
と
と
も
に
、
本

格
的
な
芸
術
文
化
活
動
再
開
の

き
っ
か
け
の
一
つ
と
も
な
れ
ば

と
願
っ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
で
９
回
目
と
な
る
兵
庫

公
演
は
、
人
気
、
実
力
と
も
に

日
本
を
代
表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト

の
仲
道
郁
代
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
と
の

共
演
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。

【
曲
目
】
Ｇ
．
Ｆ
．
ヘ
ン
デ
ル

／
水
上
の
音
楽
（
Ｈ
．
ハ
ー
テ

ィ
版
）、
Ｗ
．
Ａ
．
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
／
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
20
番

ニ
短
調�

Ｋ
．
４
６
６
（
ピ
ア

ノ
／
仲
道
郁
代
）、
Ｌ
．
ｖ
．

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第

７
番
イ
長
調�

作
品
92

【
出
演
】
指
揮
／
大
友
直
人
、

ピ
ア
ノ
／
仲
道
郁
代
、
管
弦
楽

／
ジ
ャ
パ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ

ー
ゾ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
プ
レ
ト
ー
ク
／
三

枝
成
彰

【
日
時
】
令
和
３
年
１
月
４
日

㈪
16
時
30
分
（
三
枝
成
彰
プ
レ

ト
ー
ク
16
時
15
分
）

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ｓ
席
６
０
０
０
円
、

Ａ
席
５
０
０
０
円
、
Ｂ
席
４
０

０
０
円
、
Ｃ
席
３
０
０
０
円
、

Ｄ
席
１
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

【
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
場
所
】
▼
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
オ

フ
ィ
ス
☎
０
７
９
８
・
６
８
・

０
２
５
５
▼
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ�

https://pia.jp/t/

▼
ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト�https://l-tike.

com
▼
イ
ー
プ
ラ
ス�http

：//
eplus.jp

【
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
】
11
月

６
日
㈮

【
問
い
合
わ
せ
】
メ
イ
・
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
☎
０
６
・
６
２

６
２
・
７
３
２
２

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
抽
選
で
５
組

10
名
様
に
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
応
募
方
法
は
本
紙
３
面
。

10
日
㈫
必
着

ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ
ど
い
は
中
止
し
ま
す

か
わ
っ
て
交
流
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
毎
年
恒
例

の
「
ひ
ょ
う
ご
文
化
交
流
の
つ

ど
い
」
の
今
年
度
の
開
催
を
中

止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
参
加
者
の
皆

様
の
健
康
・
安
全
面
を
第
一
に

考
え
苦
渋
の
選
択
を
い
た
し
ま

し
た
。
何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、「
今
年
を

振
り
返
っ
て
」「
来
年
の
抱
負
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
１
５

０
字
以
内
。
お
名
前
も
併
せ
て

掲
載
）
を
募
集
し
て
、
す
ず
か

け
12
月
号
（
12
月
10
日
発
行
予

定
）
に
掲
載
。
紙
上
で
交
流
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
左
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
の
リ
ン
ク
先
の
メ
ー

ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
送
り
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

tsudoi@
hyogo-arts.or.jp

（
11
月
13
日
㈮
締
切
）

　
「
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー

ル
」
が
、
今
年
は
原
田
の
森

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
場
所
を
変
え

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
も
関
わ
ら
ず

全
国
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

手
工
芸
作
品
１
６
０
点
が
一

堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
同
会

場
で
は
「
兵
庫
県
婦
人
手
工

芸
協
会
会
員
創
作
展
」
も
開

催
。

　

女
性
の
ふ
だ
ん
の
生
活
の

中
か
ら
創
り
出
さ
れ
た
、
心

の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
作
品

を
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い（
５

面
に
関
連
記
事
）。

【
会
期
】
11
月
13
日
㈮
～
15

日
㈰
（
３
日
間
）

【
開
館
時
間
】
10
時
～
17
時

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
本
館
２
階
大
展
示
室

（
神
戸
市
灘
区
原
田
通
３
︲

８
︲
30
）

【
問
い
合
わ
せ
】当
協
会
「
手

工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０

０
２

　ふれあいの祭典
第₃₂回

全国手工芸コンクール
inひょうご

兵庫県婦人手工芸協会会員創作展
今年は原田の森ギャラリーで開催

原田の森ギャラリー

  障害者芸術作品常設展示場
「兵庫県障害者アートギャラリー」
                    オープン

　

県
立
美
術
館
王
子
分
館
原
田

の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
、
障
害
者

の
芸
術
作
品
を
常
設
展
示
す
る

「
兵
庫
県
障
害
者
ア
ー
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
障
害
者

の
芸
術
活
動
を
支
援
す
る
兵
庫

県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

本
館
１
階
に
開
設
、
そ
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
10
月

20
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト�

前
期
ア
ク
リ
ル
ア
ー
ト
展
」

が
開
催
中
で
す
（
12
月
３
日
㈭

ま
で
）。
絵
画
や
書
の
原
画
に

加
え
、
ア
ク
リ
ル
板
に
原
画
を

加
工
し
た
作
品
計
20
点
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
い
て

開
催
さ
れ
る
後
期
展
に
つ
い
て

は
３
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
10
時
～
18
時

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
平
日
）

【
観
覧
料
】
無
料

    令和2年度
ミュージアムスタンプラリー

5館達成で豪華賞品が当たる！

　

県
立
の
美
術
館
・
博
物
館
・

図
書
館
等
９
館
が
連
携
し
て
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま

す
。
お
ど
ろ
き
と
発
見
の
県
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
ぜ
ひ
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

【
実
施
施
設
】
兵
庫
陶
芸
美
術

館
（
丹
波
篠
山
市
）、
兵
庫
県

立
美
術
館
（
神
戸
市
）、
横
尾

忠
則
現
代
美
術
館
（
神
戸
市
）、

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
（
姫
路

市
）、
兵
庫
県
立
人
と
自
然
の

博
物
館
（
三
田
市
）、
兵
庫
県

立
円
山
川
公
苑
（
豊
岡
市
）、

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
（
播
磨

町
）、
兵
庫
県
立
図
書
館
（
明

石
市
）、
兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
（
豊
岡
市
）

【
期
間
】
令
和
３
年
２
月
14
日

㈰
ま
で
（
休
館
日
を
除
く
）

※
横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
は
12

月
20
日
㈰
ま
で

【
実
施
内
容
】専
用
チ
ラ
シ
（
各

館
設
置
）
に
各
館
で
ス
タ
ン
プ

を
押
印
。
３
館
目
以
上
で
各
館

に
お
い
て
招
待
券（
７
館
共
通
）

や
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
さ
ら
に
、
５
館
達
成

者
は
宿
泊
券
等
の
豪
華
賞
品
が

当
た
る
抽
選
に
ご
応
募
で
き
ま

す
。

＊
賞
品
／
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ

六
甲
荘�

大
人
ペ
ア
宿
泊
券
、

ホ
テ
ル
ウ
ィ
ン
グ
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
姫
路�

大
人
ペ
ア
宿

泊
券
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
（
神
戸

港
ク
ル
ー
ズ
）
大
人
ペ
ア
乗
船

券
、
三
田
ま
ほ
ろ
ば
ブ
レ
ッ
ツ

ァ�

施
設
利
用
券
、
こ
ん
だ
薬

師
温
泉
ぬ
く
も
り
の
郷�

大
人

ペ
ア
入
浴
券
、
城
崎
温
泉
外
湯

め
ぐ
り�

大
人
ペ
ア
入
浴
券

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
教
育

委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
☎

０
７
８
・
３
４
１
・
７
７
１
１

す
ず
か
け
1₂
月
号
は
1₂
月

1₀
日
発
行
に
な
り
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合

上
、
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
す
べ

て
の
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
紹

介
で
き
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典

Ⓒ Ｒoｗℓaｎｄ Ｋirishiｍa Ⓒ Ｋiｙoｔaka Ｓaiｔo
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文化振興部

http://hyogo-arts.or.jp

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
₆
₅
₀
︲
₀
₀
₁
₁
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
₄
︲
₁6
︲
₃

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXsinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

～新進芸術家に発表の場を！！～

新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ＋

友
の
会
特
典
施
設　

特
典
内
容
変
更
の
お
知
ら
せ

　

兵
庫
県
民
会
館
１
階
の
カ

フ
ェ
「Café�

は
ぁ
と
す
。」

の
友
の
会
会
員
様
特
典
内
容

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
特
典
内
容
】全
品
50
円
引
き

　

ご
購
入
い
た
だ
い
た
商
品

は
地
下
１
階
イ
ー
ト
イ
ン
コ

ー
ナ
ー
で
ご
飲
食
い
た
だ
け

ま
す
（
11
時
～
14
時
）。

　ふれあいの祭典
県民文化普及事業

 11 月の

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
発
表
の
機
会
が
減
少

し
て
い
る
芸
術
家
を
支
援
す

る
「
新
進
芸
術
家
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
シ

リ
ー
ズ
＋
プ
ラ
ス」。
県
内
の
各
施

設
で
良
質
な
音
楽
を
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

入
場
無
料
（
要
整
理
券
）。

　

リ
サ
イ
タ
ル
＋
出
演
者
の

動
画
も
配
信
中
で
す
。
こ
ち

ら
も
あ
わ
せ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₆

冨
田
一
樹　

パ
イ
プ
オ

ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

冨田一樹

【
日
時
】
11
月
20
日
㈮
19
時

【
出
演
】
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

／
冨
田
一
樹

大
阪
府
摂
津
市
出
身
。
大
阪

音
楽
大
学
を
最
優
秀
賞
を
得

て
首
席
で
卒
業
。
同
大
学
音

楽
専
攻
科
修
了
。
ド
イ
ツ･

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
音
楽
大
学
大

学
院
修
士
課
程
を
最
高
得
点

で
修
了
。
第
20
回
バ
ッ
ハ
国

際
コ
ン
ク
ー
ル
オ
ル
ガ
ン
部

門
で
日
本
人
初
の
第
１
位
と

聴
衆
賞
を
受
賞
。Ｍ
Ｂ
Ｓ「
情

熱
大
陸
」
に
出
演
。
宝
塚
ベ

ガ
・
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
神
戸

栄
光
教
会
、甲
南
女
子
大
学
、

神
戸
松
蔭
女
子
大
学
、
パ
ル

ナ
ソ
ス
ホ
ー
ル
な
ど
で
演
奏

活
動
を
行
う
。

【
予
定
曲
目
】
Ｊ
．
Ｓ
．
バ

ッ
ハ
／
幻
想
曲
と
フ
ー
ガ�

ト
短
調�
Ｂ
Ｗ
Ｖ
５
４
２「
大

フ
ー
ガ
」、
Ｊ
．
パ
ッ
ヘ
ル

ベ
ル
／
ト
ッ
カ
ー
タ�

ホ
短

調　

ほ
か

【
場
所
】
宝
塚
ベ
ガ
・
ホ
ー

ル
＊
い
け
ば
な
／
中
山
高
甫

（
未
生
流
中
山
文
甫
会
）

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₇

蔭
山
晶
子　

ク
ラ
リ
ネ

ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル

蔭山晶子

【
日
時
】
12
月
４
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
／

蔭
山
晶
子
、
ピ
ア
ノ
／
河
内

仁
志

蔭
山
晶
子
＝
西
宮
市
出
身
。

兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音

楽
科
、
大
阪
音
楽
大
学
音
楽

学
部
器
楽
学
科
卒
業
。
こ
れ

ま
で
に
小
川
哲
生
、
岩
國
晃

子
の
各
氏
に
師
事
。
現
在
オ

オ
サ
カ
・
シ
オ
ン
・
ウ
イ
ン

ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ�

ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
奏
者
。
神
戸
女
学

院
大
学
非
常
勤
講
師
。
Ｃ
Ｄ

「
椿
姫
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
が

音
楽
誌
「
レ
コ
ー
ド
芸
術
」

の
準
特
選
盤
に
選
出
。

【
予
定
曲
目
】
Ｒ
．
シ
ュ
ー

マ
ン
／
３
つ
の
ロ
マ
ン
ス�

作
品
94
、
Ｊ
．
ブ
ラ
ー
ム
ス

／
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ

の
た
め
の
ソ
ナ
タ�

第
１
番

ヘ
短
調�

作
品
１
２
０
︲
１

　

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
松
井
博
士
（
小
原
流
）

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₈

江
崎
欽
次
朗 

能
楽
公
演

能﹁
菊
慈
童
﹂を
た
の
し
む

江崎欽次朗

江崎欽次朗さ
んのユーチュ
ーブチャンネ
ルはこちらか
ら

【
日
時
】
12
月
13
日
㈰
16
時

【
出
演
】
ワ
キ
方
／
江
崎
欽

次
朗

昭
和
48
年
、
姫
路
市
出
身
。

本
名
・
敬
三
。
福
王
流
ワ
キ

方
江
崎
家
は
元
禄
年
間
よ
り

続
く
姫
路
藩
お
抱
え
能
役

者
。
12
歳
に
て
初
舞
台
。
平

成
26
年
、
重
要
無
形
文
化
財

総
合
指
定
保
持
者
認
定
。
平

成
27
年
３
月
、
湊
川
神
社
神

能
殿
に
て
江
崎
家
当
主
、
十

二
世
欽
次
朗
を
襲
名
。
平
成

30
年
度
兵
庫
県
芸
術
奨
励

賞
、
令
和
元
年
度
姫
路
市
芸

術
文
化
賞
を
受
賞
。

【
場
所
】
湊
川
神
社
神
能
殿

＊
い
け
ば
な
／
米
田
さ
ち
圃

（
未
生
流
︿
庵
家
﹀）

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₉

城
綾
乃　

ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

城綾乃

【
日
時
】
令
和
３
年
１
月
８

日
㈮
18
時
30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
城
綾
乃

伊
丹
市
出
身
。
兵
庫
県
立
西

宮
高
等
学
校
音
楽
科
、
東
京

藝
術
大
学
音
楽
学
部
器
楽
科

卒
業
。
Ｊ
Ｐ
Ｔ
Ａ
第
20
回
ピ

ア
ノ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合

格
、入
賞
者
演
奏
会
に
出
演
。

第
７
回
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ルin�A

sia�

一

般
部
門
第
１
位
。
第
５
回
安

川
加
壽
子
記
念
ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
。
平
成
19
年
度

公
共
ホ
ー
ル
活
性
化
事
業
フ

ォ
ー
ラ
ム
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
こ
れ
ま
で

に
藝
大
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ア
、
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交

響
楽
団
等
と
共
演
。
現
在
、

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
非

常
勤
講
師
・
伴
奏
助
手
。

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル�

＊
い
け
ば

な
／
米
田
さ
ち
圃
（
未
生
流

︿
庵
家
﹀）

Ｖ
ｏ
ｌ
．
1₀

喜
多
ち
ひ
ろ　

ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

喜多ちひろ

【
日
時
】
令
和
３
年
１
月
22

日
㈮
19
時

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

喜
多
ち
ひ
ろ
、
ピ
ア
ノ
／
藤

渓
優
子

喜
多
ち
ひ
ろ
＝
西
宮
市
出

身
。
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学

校
音
楽
科
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
音
楽
学
部
卒
業
。
神
戸

女
学
院
大
学
大
学
院
音
楽
研

究
科
修
了
。
ラ
ピ
ス
ド
リ
ー

ム
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
弦
楽
器
ト

レ
ー
ナ
ー
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
フ
ロ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
ミ

ス
ト
レ
ス
。
大
阪
音
楽
大
学

付
属
音
楽
院
さ
く
ら
夙
川
校

講
師
。

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
成
瀬
香
泉
（
知
香
流
）

Ｖ
ｏ
ｌ
．
11

森
理
菜　

ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル

森理菜

【
日
時
】
令
和
３
年
１
月
25

日
㈪
18
時
30
分

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
森
理
菜
、

エ
レ
ク
ト
ー
ン
／
西
田
夫
佐

森
理
菜
＝
三
田
市
出
身
。
ウ

ィ
ー
ン
国
立
音
楽
大
学
大
学

院
修
士
課
程
修
了
。
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
国
際
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
第
１
位
、
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
仏
）

第
３
位
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
・

フ
ィ
オ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
国
際

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
（
伊
）

第
１
位
等
多
数
受
賞
。
ソ
ロ

ア
ル
バ
ム″Treasure

”
等

を
リ
リ
ー
ス
。
神
戸
松
蔭
女

子
学
院
大
学
及
び
大
阪
総
合

保
育
大
学
非
常
勤
講
師
。

h
ttp

://rin
am
ori.

transexist.com
/

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
広
川
英
男
（
池
坊
）

◇
◆
◇

入
場
整
理
券
の
入
手
方
法

【
定
員
】
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

１
８
０
人
、
宝
塚
ベ
ガ
・
ホ

ー
ル
１
８
０
人
、
湊
川
神
社

神
能
殿
１
５
０
人
（
要
入
場

整
理
券
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
ハ
ガ
キ
に
①

希
望
の
リ
サ
イ
タ
ル
名
②
〒

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
電
話
番
号
⑤
希
望
の
人
数

（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）

を
明
記
の
上
、
当
協
会
「
リ

サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
係
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
当
選

結
果
は
入
場
整
理
券
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
●
冨
田
一
樹

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ

ル
11
月
６
日
㈮
必
着
●
蔭
山

晶
子
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
リ
サ
イ

タ
ル
11
月
13
日
㈮
必
着
●
江

崎
欽
次
朗
能
楽
公
演
11
月
20

日
㈮
必
着
●
城
綾
乃
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
11
月
27
日
㈮
～

12
月
18
日
㈮
必
着
●
喜
多
ち

ひ
ろ
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ

タ
ル
12
月
７
日
㈪
～
12
月
28

日
㈪
必
着
●
森
理
菜
ピ
ア
ノ

リ
サ
イ
タ
ル
12
月
14
日
㈪
～

１
月
５
日
㈫
必
着

　

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
︲
県
民

文
化
普
及
事
業
が
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
入

場
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
整
理
券
が
必
要
な

イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は

お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
兵
庫
短
歌
祭

【
日
時
】
21
日
㈯
12
時
30
分

～
16
時
30
分

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
歌

人
ク
ラ
ブ
☎
０
７
９
０
・
８

５
・
０
０
２
１

▼
兵
庫
県
い
け
ば
な
展
（
芦

屋
市
会
場
）

【
日
時
】
28
日
㈯
・
29
日
㈰

10
時
～
16
時

【
場
所
】
芦
屋
市
民
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル�

ほ
か

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】芦
屋
市
社
会

教
育
部
生
涯
学
習
課
内
☎
０

７
９
７
・
３
８
・
２
１
１
５

イートインコーナー

冨田一樹さん
のユーチュー
ブチャンネル
はこちらから

　

県
域
美
術
団
体
に
所
属
す

る
次
代
を
担
う
新
進
若
手
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
中
堅
作
家
に

よ
る
日
本
画
、
洋
画
、
書
、

工
芸
、
彫
刻
、
写
真
の
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

【
会
期
】
12
月
９
日
㈬
～
13

日
㈰
10
時
～
17
時
（
最
終
日

は
16
時
ま
で
）

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
階
大
・
中
展

示
室
（
兵
庫
県
民
会
館
）

【
入
場
料
】
無
料

【
参
加
団
体
】
兵
庫
県
日
本

画
家
連
盟
、
兵
庫
県
美
術
家

同
盟
、兵
庫
県
書
作
家
協
会
、

兵
庫
県
工
芸
美
術
作
家
協

会
、
兵
庫
県
彫
刻
家
連
盟
、

兵
庫
県
写
真
作
家
協
会

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎
０

７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
５

新進・若手アーティスト等の育成・支援事業

兵庫県美術作家交流展
～新進・選抜・プラス～

1₂月 ₉ 日㈬～1₃日㈰

第₇₂回 正 筆 展
□会　期　₂₀₂₀年1₂月1₂日㈯～ 1₃日㈰　1₀時～ 1₇時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終日は1₆時まで）

□会　場　「原田の森ギャラリー」 兵庫県立美術館王子分館
☎₀７₈－₈₀1－1５₉1㈹
ＪＲ「灘駅」から徒歩1₀分、阪急「王子公園駅」から徒歩 ₆分、
神戸市営バス「王子動物園前」下車すぐ

□後　援　兵庫県・兵庫県議会・兵庫県教育委員会・神戸市・神戸市会
　　　　　 神戸市教育委員会・（公財）兵庫県芸術文化協会・神戸新聞社

主催・正筆会
〒₆₅₀－₀₀₃₅ 神戸市中央区浪花町₅₉　朝日ビル1₃Ｆ　☎₀₇₈－₃₉₃－₀1₆₀



毎月 1回 1日発行すずかけ・11月号⑶　令和 ２年11月 1 日

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

物 情 報催 イベントガイド
但馬

丹波
阪神北

阪神南

中播磨

淡路

西播磨

東播磨
北播磨
神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（2枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

〒₆₅0ー0011 神戸市中央区下山手通₄－1₆－₃
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX　078︲321︲2139

プレゼントのご応募について

☆記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
　割引は原則として本人のみ適用。

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005

但　　　　　馬
■2020年度特別展「但馬びとの祈り～
そのカタチ、やおよろず～」
㊐12月13日㈰まで○時9時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日（ただし祝日
の場合は翌平日）、11月4日㈬○料500円、
70歳以上・中小生無料＊文化財保護強
調週間（11月1日㈰～7日㈯）は200円
○内今年は、但州・室尾寺（現・法寶寺）
の本尊・木造薬師如来坐像（秘仏）が
県の有形文化財に指定されて50年を迎
えるとともに、33年に1度の御開帳を
行っています。これを記念して開催す
る本展では「祈り」の込められたさま
ざまな文化財を紹介します。○場問朝来
市埋蔵文化財センター古代あさご館☎
079・670・7330

丹　　　　　波
■特別展「歴史史料にみる丹波篠山の
軌跡」
㊐12月6日㈰まで○時9時～17時、入館は
16時30分まで㊡月曜日、ただし祝日の
場合は翌平日○料大人500円、大高生400
円、中小生300円＊丹波篠山市に在住
・在勤の方は入館無料○内「丹波篠山市」
へと市名変更して一年が経過し、丹波
篠山市の古代から現代までの歴史を今
一度見直す特別展。大河ドラマの放映
で注目を集めている戦国武将・波多野
秀治関連の資料や、今回初公開となる
篠山歩兵70連隊の軍旗の一部などを展
示します。○場問丹波篠山市立歴史美術
館☎079・552・0601

淡　　　　　路
■特別展「最後の侍たち　徳島藩士と
稲田家臣、それぞれの正義」
㊐12月20日㈰まで○時9時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日、ただし祝日
の場合は翌平日○料大人500円、大高生
300円、中小生150円○内 明治3（1870）
年5月13日、淡路島が兵庫県に編入さ
れるきっかけとなった庚午事変があり
ました。事件後150年を迎え、当時の
資料を通して事件の全貌と「最後の侍」
となった徳島藩士、稲田家臣のそれぞ
れの正義を紹介します。○場問洲本市立
淡路文化史料館☎0799・24・3331

県　　外（奈良）
　　特別展「ブラチスラバ世界絵本原
　　画展 こんにちは！チェコとスロ
バキアの新しい絵本」
㊐12月13日㈰まで○時9時～17時、入館
は16時30分まで㊡11月16日㈪、11月24
日㈫、11月30日㈪、12月7日㈪○料一般
800円、大高生600円、中小生400円○内
東欧スロバキア共和国の首都ブラチス
ラバで開催される世界最大規模の絵本
原画コンクール、「ブラチスラバ世界
絵本原画展」(略称BIB＝Biennial of 
Illustrations Bratislava)。本展では
第27回展（BIB 2019）から、スロバ
キアと隣国チェコの作家を中心に紹介
します。日本との交流100年を記念し、
ユニークな絵本の歴史を持つ両国の作
家に注目すると同時に、日本からの参
加作家の原画作品なども展示。○場問奈
良県立美術館☎0742・23・3968★5組
10人に。10日㈫必着

～17時、最終日は～16時○料無料○内書約
60点
■第2₅回青心会展〈東館1・2階〉㊐11
月10日㈫～15日㈰○時10時～18時、初日
は13時～、最終日は～17時○料無料○内書
約90点
■第₃2回全国手工芸コンクール in ひ
ょうご〈本館2階〉㊐11月13日㈮～15
日㈰○時10時～17時、最終日は～15時○料
無料○内工芸約160点
■兵庫県婦人手工芸協会 会員創作展
〈本館2階〉㊐11月13日㈮～15日㈰○時10
時～17時、最終日は～15時○料無料○内工
芸約30点
■孤高の書家 榎本深展 ―追憶―〈本
館1階〉㊐11月13日㈮～15日㈰○時10時～17
時、最終日は～16時○料無料○内書約150点
■2020神戸新世紀秋季展公募〈東館1
・2階〉㊐11月18日㈬～23日(月・祝)○時
10時～17時、最終日は～16時○料無料○内
洋画約60点
■第₅₃回兵庫県写真作家協会公募展 
2020兵庫県写真作家協会協会展〈本館
1階〉㊐11月18日㈬～23日(月・祝)○時10
時～18時、最終日は～15時○料無料○内写
真約230点
■凛乎として雅のかな 一東書道会全
国書道展〈本館1・2階〉㊐11月27日㈮
～29日㈰○時10時～17時、最終日は～16
時○料無料○内書約500点
■パラダイムシフト 後期 マイクロキャ
ンバス展〈本館障害者アートギャラリー〉
㊐12月5日 ㈯ ～1月17日 ㈰○時10時 ～18
時、最終日は～16時○料無料○内マイクロ
キャンバス約200点
■第₇2回 正筆展〈本館1･2階、東館1･2階〉
㊐12月12日㈯～13日㈰○時10時～17時、
最終日は～16時○料無料○内書約600点

■横尾忠則の緊急事態宣言
㊐12月20日㈰まで○時10時～18時、入場
は17時30分まで㊡月曜日、ただし祝日
の場合は翌平日○料一般700円（友の会
会員は550円）、大学生550円、70歳以
上350円、高校生以下無料＊11月6日㈮、
11月13日㈮は無料

神　　　　　戸
■第28回神戸音楽家協会会員による
「神戸からのしらべ」
㊐11月22日㈰○時14時○料2500円（全席指
定）○内地元神戸で活躍する音楽家たち
が室内楽の名曲をお届けする恒例のコ
ンサート。コロナ禍の影響を受け音楽
活動が中止されていく中、声楽から器
楽までライブ配信では得られない生音
の感動を。○場問神戸文化ホール中ホー
ル☎078・351・3349
■貞松・浜田バレエ団「くるみ割り人
形（全幕）お伽の国 Ver.」
㊐11月29日㈰○時15時30分○料 Ｓ席完売、
Ａ席5000円、Ｂ席3000円、Ｃ席完売（全
席指定）＊4歳より入場可出芸術監督
／貞松正一郎、総監督／堤悠輔、演出
／貞松融、浜田蓉子、振付／貞松正一郎、
長尾良子○内チャイコフスキー3大バレエ
の一つ「くるみ割り人形」。今年も皆さ
まをメルヘンの世界へご案内します。○場
神戸文化ホール大ホール問貞松・浜田
バレエ団☎078・861・2609

阪　神　南 ・ 北
　　没後20年 今竹七郎展
　　㊐12月6日㈰まで○時10時～17時、
入館は16時30分まで㊡水曜日○料一般
1000円（友の会会員は800円）、大高生600
円、中小生400円○内「今竹七郎」とい
う名前は知らずとも、輪ゴム「オーバ
ンド」の黄色と茶色のパッケージ、メン
ソレータムのナースなど、誰もが知っ
ているこれらをデザインしたのが今竹
七郎です。戦中から2000年に94歳で亡
くなるまで西宮市に居住し、関西の芸
術文化、特にデザインの分野に大きな
功績を残しました。本展覧会では、館
が所蔵する原画、グラフィックデザイ
ン、商品パッケージ、絵画など400余
点の代表作を展示し、多方面に才能を
発揮し確かな足跡を残した今竹七郎の
芸術を検証します。○場問西宮市大谷記
念美術館☎0798・33・0164★5組10人に。
10日㈫必着

東 ・ 北　播　磨
■県民芸術劇場 ライツ室内管弦楽団
チェンバープレイヤーズ
㊐11月3日(火・祝)○時ステージ①/13時、
ステージ②/14時、ステージ③/15時○料
1000円○内アンサンブルでバロックから
ロマン派まで楽しめる1ステージ40分
の小さなコンサート。1ステージのみ
でも3ステージ全部聴いても1000円。
ステージごとに入退場可能です。○場問
西脇市立音楽ホール アピカホール☎
0795・23・9000
■特別展示「銅造菩薩立像」
㊐11月30日㈪まで○時8時～17時（拝観
時間）㊡無休○料大講堂内陣拝観料200
円（別途入山拝観料500円が必要）○内
加東市最古の仏像と言われ、県の重要
文化財に指定されている銅造菩薩立像。
普段は根本中堂内陣に安置され非公開
の仏像が特別公開されています。○場問
播州清水寺 大講堂☎0795・45・0025

中 ・ 西　播　磨
■秋季特別展示「漆うるわし－書写塗
・竹田塗・丹波漆－兵庫県下の漆」
㊐12月24日㈭まで○時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日（ただし祝日
の場合は翌平日）、11月4日㈬○料一般
310円、大高生210円、中小生50円＊11
月14日㈯・15日㈰は無料○内漆と漆器を
テーマに、書寫山圓教寺に伝わる書写
塗や、竹田城の麓で作られたとされる
竹田塗、貴重な国産の丹波漆など兵庫
県を中心とした「うるわしい漆」につ
いて紹介します。○場問姫路市書写の里
・美術工芸館☎079・267・0301

■KSC OB楽画会展〈2階〉㊐11月2
日㈪まで○時10時～17時、最終日は～16
時○料無料○内絵画、陶芸約80点
■第₃₅回柏樹会日本画展〈2階〉㊐11
月4日㈬～8日㈰○時10時～18時、最終日
は～16時○料無料○内日本画約100点
■林靜佳と墨を楽しむ会 水墨画・墨
彩画展〈1階〉㊐11月6日㈮～8日㈰○時
10時～18時、初日は12時～、最終日は
～16時○料無料○内水墨画、墨彩画等約50
点
■第21回カメラで散歩写真教室作品展
〈2階〉㊐11月11日㈬～15日㈰○時10時～
18時、初日は12時～、最終日は～16時
○料無料○内写真約70点
■第1回芝香書院社中展〈1階〉㊐11月
13日㈮～15日㈰○時10時～17時、初日は
13時～○料無料○内書約35点
■「國際現代」水墨画協会　全国水墨
画公募展〈2階〉㊐11月26日㈭～29日
㈰○時10時～18時、最終日は～16時30分
○料無料○内水墨画、墨彩画約180点
■川添千寿子パッチワーク教室20周年
記念Quilt展〈1階〉㊐11月27日㈮～30日
㈪○時10時～17時、初日は13時～、最終日
は～16時○料無料○内パッチワーク約70点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
①丸山智代ピアノコンサート㊐11月14
日㈯14時○料無料出ピアノ／丸山智代、
クラリネット／フルヴィオ・カプラ＊
いけばな／谷川善勝（兵庫県いけばな
協会／東雲御流）
②宇野友基子ハープコンサート㊐11月
28日㈯14時○料無料出ハープ／宇野友基
子＊いけばな／松井博士（兵庫県いけ
ばな協会／小原流）
③鳥居大輔ピアノコンサート㊐12月12
日㈯14時○料無料出ピアノ／鳥居大輔＊
いけばな／内藤貴風（兵庫県いけばな
協会／光風流）
■兵庫の工芸壁面を飾る〈1階サロン
内〉㊐11月30日㈪まで○時10時～17時、
最終日は～16時㊡水・日曜日○料無料○内
工芸作家4人の作品8点
■兵庫県書作家協会選抜展〈1階サロ
ン内〉㊐12月1日㈫～1月30日㈯○時10時
～17時、最終日は～16時㊡水・日曜日、
12月29日㈫～1月3日㈰○料無料○内書作家
6人の作品6点

■パラダイムシフト 前期 アクリルア
ート展〈本館障害者アートギャラリー〉
㊐12月3日㈭まで○時10時～18時○料無料
○内アクリルアート、原画約10点
■日本共産党兵庫県文化後援会 第12
回作品展〈東館2階〉㊐11月4日㈬～8
日㈰○時10時～18時、最終日は～16時○料
無料○内書、洋画、日本画、水墨画、写
真、工芸、デザイン、彫塑、児童画、
いけばな約100点
■兵庫県高等学校総合文化祭 写真部
門展〈本館1階〉㊐11月6日㈮～8日㈰
○時10時～17時、最終日は～13時○料無料
○内写真約200点
■第₄₄回兵庫県高等学校 総合文化祭
書道展 兼 第₆₆回兵庫県高等学校書道
展〈本館2階〉㊐11月6日㈮～8日㈰○時
10時～17時、最終日は～15時○料無料○内
書約400点
■第₃₇回兵庫県高等学校 書道教員展
〈東館1階〉㊐11月6日㈮～8日㈰○時10時

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

横尾忠則現代美術館
☎078・855・5607

くるみ割り人形　お伽の国ヴァージョン
Ⓒ古都栄二（ﾃｽ大阪）

パッケージ[オーバンド]　1₉₅1年

「明治時代の竹田椀と引札」
竹田塗研究保存会蔵

ヴラジミール・クラール「鳥の伝説」
スロバキア　₂₀1₃年
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チケットを購入されるお客様へ
　新型コロナウイルス感染防止対策にご理解と
ご協力をお願いいたします。
※�マスクを着用されない方はご入場いただけま
せん（マウスシールド不可）。
※�３７.５℃以上の発熱がある方は入場をお断りさせ
ていただきます。
※�来場者情報を把握するため、芸術文化センタ
ーでのチケットのご購入は芸術文化センター
先行予約会員（無料）の登録が必要です。お
一人様２枚（「アマールと夜の訪問者たち」の
み4枚）までとさせていただきます。
※�入場者数を制限して販売する場合があります。
※�掲載の情報は、都合により変更になる可能性
がございます。最新の情報につきましては、
当センターウェブサイト等をご確認ください。
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演劇学校風景
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ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

劇
団
風
の
子
関
西 

風
の
少
年
シ
ナ
ド

　

自
然
の
中
に
た
く
さ
ん
の

命
が
息
づ
い
て
い
た
。
い
に

し
え
の
世
界
を
舞
台
に〝
風
”

と
い
う
意
味
の
名
を
持
つ
少

年
の
冒
険
を
描
く
。

【
脚
本
・
演
出
】み
か
み
か
ん

【
日
時
】
12
月
６
日
㈰
14
時

30
分

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
２
５
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
、
セ
ッ
ト
券
（
一
般
+
高

校
生
以
下
）３
５
０
０
円（
全

席
指
定
）

【
上
演
時
間
】
70
分
、
休
憩

な
し

【
電
話
予
約
開
始
】
11
月
６

日
㈮

【
主
な
対
象
年
齢
】
小
学
生

以
上

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
為
、
各
公

演
客
席
数
を
半
数
以
下
に

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

加
藤
健
一
事
務
所
創
立
40

周
年
・
加
藤
健
一
役
者
人
生

50
周
年
記
念
公
演�

第
二
弾
！

　

１
９
４
４
年
、
史
上
最
大

の
作
戦
と
い
わ
れ
た
〝
ノ
ル

マ
ン
デ
ィ
ー
上
陸
作
戦
”
の

決
行
前
、
天
気
の
予
報
を
託

さ
れ
た
気
象
学
者
・
ス
タ
ッ

グ
博
士
。
作
戦
の
最
後
の
一

手
を
背
負
っ
た
計
り
知
れ
な

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
な
か
、

彼
は
最
後
ま
で
任
務
を
遂
行

で
き
る
の
か
―
。
史
実
に
基

づ
く
も
う
ひ
と
つ
の
隠
れ
た

戦
い
を
、
本
邦
初
公
開
。

【
作
】
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ヘ

イ
グ

【
訳
】
小
田
島
恒
志
、
小
田

島
則
子

【
演
出
】
鵜
山�

仁

【
出
演
】
加
藤
健
一
、
山
崎

銀
之
丞
、
原�

康
義
、
加
藤�

忍
、
西
尾
友
樹
、
加
藤
義
宗
、

鈴
木
幸
二
、
新
井
康
弘
、
林�

次
樹
、
深
貝
大
輔

【
日
時
】
12
月
６
日
㈰
16
時

30
分

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
６
５
０
０

円
、
Ｂ
席
５
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

    
白
石
加
代
子
「
百
物
語
」

                    

ア
ン
コ
ー
ル
公
演 

第
三
弾

　

２
０
１
４
年
秋
、「
百
物

語
」
全
九
十
九
話
を
語
り
終

え
た
白
石
加
代
子
。
お
客
様

か
ら
の
熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル

も
あ
り
、
２
０
１
６
年
に
ア

ン
コ
ー
ル
公
演
の
第
一
弾
を

上
演
。
そ
し
て
第
三
弾
の
今

回
は
、
伝
説
の
第
一
夜
の
三

作
品
に
シ
ョ
ー
ト
コ
メ
デ
ィ

の
傑
作
「
お
さ
る
日
記
」
を

加
え
た
四
作
品
を
上
演
い
た

し
ま
す
。

白石加代子

【
構
成
・
演
出
】
鴨
下
信
一

【
出
演
】
白
石
加
代
子

【
演
目
】
夢
枕�

獏
「
ち
ょ
う

ち
ん
が
割
れ
た
話
」、
筒
井

康
隆
「
如
菩
薩
団
」、
半
村�

良
「
箪
笥
」、
和
田�

誠
「
お

さ
る
日
記
」

【
日
時
】
12
月
９
日
㈬
18
時

30
分

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】６
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

     

ク
リ
ス
マ
ス
・
オ
ペ
ラ

「
ア
マ
ー
ル
と
夜
の
訪
問
者
た
ち
」

                        〈
全
１
幕
／
日
本
語
上
演
・
字
幕
付
〉

　

１
９
５
１
年
に
ア
メ
リ
カ

で
テ
レ
ビ
オ
ペ
ラ
と
し
て
放

映
さ
れ
て
以
後
、
全
米
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
虜
に
し
て
き
た

名
作
。
神
戸
出
身
、
引
く
手

あ
ま
た
の
岩
田
達
宗
が
演
出

を
手
掛
け
、
主
人
公
の
少
年

を
ソ
プ
ラ
ノ
古
瀬
ま
き
を
が

演
じ
、
星
降
る
夜
の
奇
跡
を

描
き
ま
す
。

【
台
本
・
作
曲
】
ジ
ャ
ン
＝

カ
ル
ロ
・
メ
ノ
ッ
テ
ィ

【
指
揮
】
牧
村
邦
彦

【
演
出
】
岩
田
達
宗

【
出
演
】
ア
マ
ー
ル
／
古
瀬

ま
き
を
、
母
親
／
福
原
寿
美

枝�

ほ
か

【
日
時
】
12
月
25
日
㈮
11
時

・
15
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
大
人
３
０
０
０

円
、
子
ど
も
（
小
中
学
生
１

５
０
０
円
（
全
席
指
定
）Ⓒ飯田耕治

   

佐
渡
裕
芸
術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

   

ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 Presents

    

ジ
ル
ヴ
ェ
ス
タ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
０

                     

魅
惑
の
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
ガ
ラ
！

　

大
晦
日
の
特
別
コ
ン
サ
ー

ト
。
来
年
の
芸
術
監
督
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
喜
歌
劇
『
メ
リ
ー

・
ウ
ィ
ド
ウ
』
に
ち
な
み
、

優
雅
な
ワ
ル
ツ
、
煌き

ら
び
や
か

な
オ
ペ
レ
ッ
タ
の
魅
力
を
た

っ
ぷ
り
お
届
け
。
俊
英
指
揮

者
の
角
田
鋼
亮
、
豪
華
歌
手

陣
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
！

【
曲
目
】
レ
ハ
ー
ル
／
喜
歌

劇
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」

よ
り
〝
唇
は
黙
し
て
も
”〝
女

・
女
・
女
の
マ
ー
チ
”、

Ｊ
.
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ
世
／

喜
歌
劇
「
ジ
プ
シ
ー
男
爵
」

序
曲�

ほ
か

【
出
演
】
指
揮
／
角
田
鋼
亮
、

ソ
プ
ラ
ノ
／
腰
越
満
美
、
高

橋�

維
、
テ
ノ
ー
ル
／
山
本

耕
平
、
バ
リ
ト
ン
／
与
那
城�

敬
、晴�

雅
彦
（
ご
案
内
役
）、

管
弦
楽
／
兵
庫
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
管
弦
楽
団�

ほ
か

【
日
時
】
12
月
31
日
㈭
15
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
５
０
０
０

円
、
Ｂ
席
４
０
０
０
円
、
Ｃ

席
３
０
０
０
円
、
Ｄ
席
２
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

角田鋼亮

以
下
、
両
公
演
共
通

【
出
演
】
指
揮
・
芸
術
監
督

／
佐
渡�

裕
、
ソ
プ
ラ
ノ
／

並
河
寿
美
、
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ

ノ
／
清
水
華
澄
、
テ
ノ
ー
ル

／
行
天
祥
晃
、
バ
リ
ト
ン
／佐渡 裕

キ
ュ
ウ
・
ウ
ォ
ン
・
ハ
ン
、

合
唱
／
ひ
ょ
う
ご
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
オ
ペ
ラ
合
唱
団
、
管
弦

楽
／
兵
庫
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
管
弦
楽
団

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
４
０
０
０

円
、
Ｂ
席
３
０
０
０
円
、
Ｃ

席
２
０
０
０
円
、
Ｄ
席
１
０

０
０
円
（
全
席
指
定
）

８
日
㈰
発
売

　

開
館
15
周
年
を
迎
え
た
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
。
感
謝
を

込
め
、
12
月
11
日
は
一
日
限

り
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
佐

渡
裕
芸
術
監
督
が
指
揮
。

　

そ
し
て
12
日
・
13
日
は
、

生
誕
２
５
０
年
の
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
「
第
九
」
を
全
楽
章

演
奏
。″
歓
喜
の
歌
”
が
ホ

ー
ル
を
包
み
ま
す
！

   

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

               

開
館
15
周
年
記
念
演
奏
会

【
曲
目
】
ワ
ー
グ
ナ
ー
／
楽

劇
「
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
マ

イ
ス
タ
ー
ジ
ン
ガ
ー
」
よ
り

第
１
幕
へ
の
前
奏
曲
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
交
響
曲
第
９

番
「
合
唱
付
」
よ
り
第
４
楽

章�

ほ
か

【
日
時
】
12
月
11
日
㈮
14
時

    

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団 

特
別
演
奏
会 

佐
渡 

裕 

音
楽
の
贈
り
も
の

     

Ｐ
Ａ
Ｃ w

ith 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
！

     

第
２
回 

佐
渡
裕 

第
九

【
曲
目
】
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

／
交
響
曲
第
９
番「
合
唱
付
」

【
日
時
】
12
月
12
日
㈯
、
13

日
㈰
各
日
14
時

2020 年 8 月東京文化会館オペラ BOX 公演より

Ⓒ Hikaru Hoshi

Ⓒ飯島隆



毎月 1回 1日発行すずかけ・11月号⑸　令和 2年11月 1 日

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★ 〒₆₅₀-₀₀11 神戸市中央区下山手通

₄-1₆-₃（公財︶兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX₀₇₈·₃₂1·₂1₃₉
eメール： sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

◆
「
す
ず
か
け
」
４
０
０
号
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
定
年

退
職
を
期
に
友
の
会
に
入
会
し

て
早
や
20
年
。
忙
し
い
毎
日
で

文
化
面
に
縁
の
な
か
っ
た
私
で

す
が
、
内
容
豊
か
な
貴
紙
の
情

報
に
接
し
行
動
範
囲
が
広
が

り
、
随
分
と
賢
く
な
っ
た
の
で

は
？�

と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。（
神
戸
市
・
Ｍ
）

★
長
ら
く
の
ご
愛
顧
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
様
々
な
事
業
を
ご
案
内
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
編

集
部
）

◆
『
素
顔
拝
見
』
が
意
外
に
面

白
い
で
す
。
以
前
に
ど
こ
か
で

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
名
前
の
人

が
掲
載
さ
れ
る
と
、
答
え
が
わ

か
っ
た
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
。

（
姫
路
市
・
Ｋ
）

◆
や
っ
と
「
す
ず
か
け
」
を
見

よ
う
・
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う

気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。（
神

戸
市
・
Ｎ
）

　ふれあいの祭典

第1₆回

手工芸巡回展

「
バ
ッ
ハ
コ
ン
」 

日
本
人
初
の
第
一
位

第2₇₅回

令
和
元
年
度
坂
井
時
忠
音
楽
賞
受
賞
者

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト 

冨と
み
た田

　
一か

ず
き樹

さ
ん

素
顔
拝
見

　

日
本
を
代
表
す
る
オ
ル
ガ

ン
界
の
新
星
。
独
で
４
年
前

に
開
催
さ
れ
た
第
20
回
バ
ッ

ハ
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
オ
ル

ガ
ン
部
門
で
日
本
人
初
の
第

一
位
と
聴
衆
賞
を
受
賞
し

た
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
魅

了
さ
れ
、
日
・
独
の
音
楽
大

学
な
ど
で
10
余
年
、
研け
ん
さ
ん鑽
を

積
ん
で
の
快
挙
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
国
内
外
か
ら
演
奏
の

オ
フ
ァ
ー
が
届
く
な
ど
注
目

を
集
め
て
お
り
、
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
母
の
影
響

で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
親
し

ん
だ
。
中
学
３
年
時
、
宝
塚

ベ
ガ
・
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
た

ガ
ン
で
演
奏
す
る
な
ど
過
酷

な
競
技
会
。「
一
位
の
喜
び

よ
り
、
や
っ
と
終
わ
っ
た
と

の
安
ど
感
が
強
か
っ
た
で

す
」

　

大
阪
音
楽
大
学
を
首
席
で

卒
業
。
同
大
学
音
楽
専
攻
科

を
、
さ
ら
に
独
・
リ
ュ
ー
ベ

ッ
ク
音
楽
大
学
大
学
院
修
士

課
程
を
そ
れ
ぞ
れ
修
了
し
た
。

　

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
、
パ

イ
プ
、
鍵
盤
、
送
風
の
３
機

能
を
持
つ
楽
器
で
、
大
小
数

千
も
の
パ
イ
プ
に
風
を
送
り

多
彩
な
音
色
を
奏
で
る
。
冨

念
の
年
に
冨
田
さ
ん
が
坂
井

時
忠
音
楽
賞
を
受
賞
さ
れ
た

こ
と
は
大
き
な
喜
び
で
す
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
発
表
機

会
が
減
少
し
て
い
る
芸
術
家

を
支
援
し
て
い
る
兵
庫
県
芸

術
文
化
協
会
な
ど
は
、
11
月

20
日
㈮
に
宝
塚
ベ
ガ
・
ホ
ー

ル
で
同
音
楽
賞
受
賞
記
念
と

し
て
冨
田
さ
ん
の
「
パ
イ
プ

オ
ル
ガ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」
を

開
催
す
る
。「
２
月
か
ら
５

月
ま
で
演
奏
活
動
は
中
止
や

延
期
続
き
。
今
回
の
支
援
に

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
本
格
的
に

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
触
れ
演

奏
し
た
こ
と
が
転
機
と
な
っ

た
。「
重
く
深
み
の
あ
る
鍵け
ん

盤
の
タ
ッ
チ
、
壮
大
か
ら
繊

細
ま
で
多
彩
な
音
色
と
分
厚

い
音
圧
に
衝
撃
を
受
け
た
の

で
す
。
伝
説
の
作
曲
家
バ
ッ

ハ
の
作
品
を
奏
で
る
喜
び
に

興
奮
も
。
そ
の
体
験
は
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の
ル
ー
ツ
で
す
。

パ
イ
プ
の
面
白
さ
に
ど
っ
ぷ

り
つ
か
り
、
自
ら
演
奏
家
の

道
を
選
び
ま
し
た
」。
初
出

場
だ
っ
た
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
４
ラ
ウ
ン
ド
と
も
会

場
が
変
わ
り
、
異
な
る
オ
ル

持
続
し
、
音
と
音
が
ぶ
つ
か

り
合
う
緊
張
感
を
強
く
味
わ

え
る
の
も
楽
し
み
で
す
」「
私

は
演
奏
技
術
だ
け
で
は
な

く
、
楽
譜
を
し
っ
か
り
読
み

取
り
忠
実
に
演
奏
し
ま
す

が
、
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
崩

し
て
音
楽
表
現
を
よ
り
豊
か

に
演
奏
す
る
こ
と
が
強
み

だ
」
と
強
調
し
た
。

　

贈
呈
式
で
喜
び
を
話
し

た
。「
演
奏
に
自
信
を
も
ち
、

楽
し
さ
を
広
げ
よ
う
と
思
っ

た
矢
先
に
素
敵
で
大
き
な
賞

を
与
え
て
下
さ
り
あ
り
が
と

各地でコンサート多数。
₂₀1₆年1₂月に、ＭＢＳドキ
ュメント番組「情熱大陸」
に出演。今秋には待望のＣ
Ｄを発売。摂津市教育文化
功労賞、第₃₅回咲くやこの
花賞、音楽クリティック・
クラブ賞（奨励賞）を受賞。
日本オルガニスト協会会
員。摂津市在住、₃₂歳

う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
で
は

見
た
り
聞
い
た
り
す
る
機
会

が
少
な
い
楽
器
で
す
が
、
希

望
が
持
て
る
音
楽
を
目
指
し

て
精
進
し
、
よ
り
魅
力
あ
ふ

れ
る
音
楽
を
一
人
で
も
多
く

の
方
に
伝
え
た
い
で
す
。
宝

塚
ベ
ガ
・
ホ
ー
ル
の
皆
さ
ま

に
は
深
く
感
謝
し
ま
す
」。

山
本
寛
ひ
ろ
し・
宝
塚
市
文
化
財
団

常
務
理
事
は
「
冨
田
さ
ん
は

私
共
の
ホ
ー
ル
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。
ホ
ー
ル
は
、

今
年
開
館
40
周
年
。
そ
の
記

感
謝
し
ま
す
。
バ

ッ
ハ
を
中
心
に
無

名
の
作
曲
家
の
曲

も
演
奏
し
ま
す
。

大
い
に
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」
と
冨
田

さ
ん
。
入
場
無
料

（
要
整
理
券
）。
整

理
券
の
入
手
方
法

な
ど
は
２
面
参

照
。６
日
㈮
必
着
。

本格的に初めて触れた宝塚ベガ・
ホールのパイプオルガン。縦₆.₈㍍、
横₅.₇㍍。1₄₆₈本のパイプを持つ

コンサートを前に練習に打ち込む
冨田さん。尼崎市内の教会に多彩
な音色が響いた

木霊（エコー）

　

今
年
10
回
目
を
迎
え
る
龍
野

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ

ま
で
の
実
践
記
録
を
ア
ー
カ
イ

ブ
展
示
で
振
り
返
る
と
と
も

に
、
龍
野
の
山
々
と
木こ
だ
ま霊
し
、

過
去
と
現
在
と
響
き
あ
う
「
木

霊
（
エ
コ
ー
）」
を
テ
ー
マ
に

し
た
作
品
展
や
、
た
つ
の
市
出

身
で
国
際
的
に
活
躍
を
続
け
る

作
曲
家
、「
薮
田
翔
一
作
曲
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
な
試
み
と
し

て
、
短
編
実
験
映
像
と
台
詞
の

な
い
短
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

対
象
と
す
る
龍
野
国
際
映
像
祭

を
開
催
。
世
界
各
国
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
３
０
０
０
点
以
上
の

作
品
の
中
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト
作

品
を
上
映
し
、
最
終
日
の
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
で
観
客
賞
を
含
む

優
秀
賞
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
ヤ

ン
・
マ
テ
イ
コ
美
術
ア
カ
デ
ミ

ー
（
ク
ラ
ク
フ
、ポ
ー
ラ
ン
ド
）

短
編
映
像
選
の
上
映
会
と
合
わ

せ
て
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

展
示

▼
龍
野
国
際
映
像
祭
ノ
ミ
ネ
ー

ト
作
品
上
映
（
○場
ア
ポ
ロ
ス
タ

ジ
オ
）

▼
宮
嶋
龍
太
郎
︽
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｌ

Ｅ
︾
上
映
、
ヤ
ン
・
マ
テ
イ
コ

美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
短
編
映
像
選

上
映　

ほ
か
（
○場
ア
ポ
ロ
ラ
ン

プ
）

▼
龍
野
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

10
周
年
ア
ー
カ
イ
ブ
メ
イ
キ
ン

グ
上
映
（
○場
ガ
レ
リ
ア
ア
ー
ツ

＆
テ
ィ
ー
）

【
会
期
】11
月
21
日
㈯
～
29
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
17
時

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
た
つ
の
市
龍
野
町
富

永
（
３
会
場
全
て
）

コ
ン
サ
ー
ト

龍
野
国
際
映
像
授
賞
式
＆
薮
田

翔
一�

作
曲
コ
ン
サ
ー
ト

【
日
時
】
11
月
29
日
㈰
14
時

【
場
所
】
赤
と
ん
ぼ
文
化
ホ
ー

ル
中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
２
０
０
０
円

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
内
容
に
変

更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
龍
野
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
☎
０
７

９
１
・
６
３
・
３
５
５
５

バレエ・リュスと
美術家たち

20
世
紀
初
め
、
興
行
主
セ
ル

ゲ
イ
・
デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
率
い
る

バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
が
パ
リ
を
中

心
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ

で
公
演
を
行
い
、
バ
レ
エ
の
新

た
な
世
界
を
切
り
開
き
ま
し
た
。

　

バ
レ
エ
・
リ
ュ
ス
と
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
「
ロ
シ
ア
の
バ
レ
エ

団
」
を
意
味
し
、
ワ
ツ
ラ
フ
・

ニ
ジ
ン
ス
キ
ー
を
は
じ
め
と
す

る
ダ
ン
サ
ー
や
振
付
家
た
ち
が

才
能
を
煌き
ら
め
か
せ
、
美
術
分
野

で
は
、
レ
オ
ン
・
バ
ク
ス
ト
、

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
、
マ
リ
ー
・
ロ

ー
ラ
ン
サ
ン
な
ど
個
性
あ
ふ
れ

る
画
家
た
ち
が
参
加
し
、
夢
の

よ
う
な
公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ア
ギ
レ
フ
の
死
と
共
に

解
散
す
る
ま
で
の
20
年
間
で
彼

ら
が
巻
き
起
こ
し
た
旋
風
は
、

現
在
に
至
る
ま
で
舞
踊
界
の
み

な
ら
ず
幅
広
い
芸
術
界
に
大
き

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
兵
庫
県
立
芸
術

文
化
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る

「
薄
井
憲
二
バ
レ
エ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
の
中
か
ら
、
公
式
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
写
真
、
衣

装
な
ど
を
展
示
。
バ
レ

エ
・
リ
ュ
ス
が
創
り
出

し
た
魅
惑
の
総
合
芸
術

を
想
起
さ
せ
る
、
当
時

の
貴
重
な
資
料
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
会
期
】
11
月
21
日
㈯
～
12
月

13
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
17
時

（
11
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯
は
20

時
ま
で
）、
入
館
は
閉
館
の
30

分
前
ま
で

【
休
館
日
】
火
曜
日

【
観
覧
料
】
一
般
５
０
０
円
、

シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）
４
０
０

円
、
高
校
生
以
下
無
料

【
場
所
】
尼
崎
市
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー�

美
術
ホ
ー
ル
５
階
☎

０
６
・
６
４
８
７
・
０
８
０
６

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
。
応
募
方

法
は
本
紙
３
面
。
10
日
㈫
必
着

アートで兵庫を元気に！

レオン・バクスト『眠
れる森の美女』より「青
い鳥」衣装　1₉₂₀年代

龍野アートプロジェクト₂₀₂₀

兵庫県立芸術文化センター所蔵
薄井憲二バレエ・コレクション特別展

田
さ
ん
は

「
オ
ル
ガ

ン
の
魅
力

は
ハ
ー
モ

ニ
ー
で
す

ね
。
各
パ

イ
プ
か
ら

発
音
さ
れ

る
音
が
し

っ
か
り
と

尼崎市総合文化センターで開催

　

原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
る
『
第
32
回
全
国
手
工

芸
コ
ン
ク
ー
ル
in
ひ
ょ
う
ご
』

に
あ
わ
せ
、
豊
岡
市
立
出
石
市

民
ホ
ー
ル
で
『
第
16
回
手
工
芸

巡
回
展
』
を
開
催
し
ま
す
。
全

国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
の
上
位

特
別
賞
受
賞
作
品
と
、
兵
庫
県

婦
人
手
工
芸
協
会
会
員
作
品
を

あ
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
11
月
19
日
㈭
～
21
日

第1₆回 手工芸巡回展

兵庫県婦人手工芸協会 会員創作展

手づくりの心を未来へ

【同時開催】第₃₂回全国手工芸コンクール in ひょうご
11月1₃日㈮～ 1₅日㈰  1₀時～ 1₇時（最終日は1₅時まで）

■会場　原田の森ギャラリー　本館₂階大展示室
■主催　兵庫県婦人手工芸協会
■後援　兵庫県・（公財）兵庫県芸術文化協会
　　　　神戸市・神戸市教育委員会
　　　　神戸新聞社・ラジオ関西

【連絡先】
兵庫県婦人手工芸協会
☎₀₉₀︲₈₂₀₆︲₅₀₈1（正井）

兵庫県婦人手工芸協会会員作品
全国手工芸コンクール優秀作品
11月1₉日㈭～ ₂1日㈯1₀時₃₀分～1₇時
初日は11時からオープニングセレモニー、
11時₃₀分から会場オープン、最終日は1₆時まで

■会場　豊岡市立出石市民ホール
■主催　兵庫県婦人手工芸協会
■後援　兵庫県・（公財）兵庫県芸術文化協会
　　　　 神戸市・神戸市教育委員会・豊岡市
　　　　 豊岡市教育委員会・神戸新聞社
             ラジオ関西
  　　　　令和₂年度 ひょうごのふるさと芸術文化活動推進事業

思いやりのある優しい手工芸協会をめざして

シャドーボックス 澤村奈織美

ステンドグラス
栗村マヤ子

㈯
10
時
30
分
～
17
時

＊
初
日
は
11
時
か
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
11
時
30
分

開
場

＊
最
終
日
は
16
時
ま
で

【
場
所
】豊
岡
市
立
出
石
市
民
ホ

ー
ル（
豊
岡
市
出
石
町
内
町
１
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】当
協
会
「
全

国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
☎

０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２



開館記念展「尼崎藩主三
代の軌跡」で展示中の覚
岸院様御召御具足（大垣
市教育委員会所蔵）

お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

　

神
戸
の
市
街
地
か
ら
こ
れ

ほ
ど
近
い
所
に
、
南
北
朝
時

代
か
ら
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ

る
滝
山
城
跡
が
あ
る
と
は
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ま
放
映

中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「
麒
麟
が
く
る
」
に
登
場
す

る
戦
国
時
代
の
梟
き
ょ
う
ゆ
う
雄
、
松
永

久
秀
も
か
ら
ん
で
き
ま
す
。

神
戸
の
一
等
地
の
直
近
に
あ

り
な
が
ら
地
形
が
急
峻
の
た

め
に
開
発
を
免
れ
、
豊
か
な

自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

登
山
口
は
、
新
幹
線
の
新

神
戸
駅
高
架
を
く
ぐ
っ
て
す

ぐ
に
あ
り
ま
す
。
布
引
の
滝

に
向
か
わ
ず
に
、「
滝
山
城

跡
」
へ
の
道
標
を
頼
り
に
左

へ
山
道
を
た
ど
り
ま
す
。
靴

は
、
運
動
靴
で
は
な
く
山
道

で
も
滑
ら
な
い
靴
底
の
し
っ

か
り
し
た
も
の
が
い
い
で
し

ょ
う
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
用
の
道
は
設

け
て
あ
り
ま
す
が
、
か
な
り

け
わ
し
い
。
高
齢
者
や
小
さ

毎月 1回 1日発行 すずかけ・11月号 令和 2年11月 1 日　⑹

神
戸
布
引
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

布引五本松堰堤●布引五本松堰堤●

●雄滝●雄滝

滝山城跡の石碑滝山城跡の石碑

●●

新神戸駅
（地下鉄、新幹線）

ハーブ園山麓駅
（神戸布引ロープウェイ）

山麓
バイ
パス

山麓バイ
パス

▼
滝
山
城
跡
＝
中
央
区
城

山
。
﹁
布
引
の
城
﹂
と
も

呼
ば
れ
た
と
い
う
。
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
城
跡
付

近
か
ら
再
度
山（

ふ
た
た

び
さ
ん）

へ
抜
け
る
コ
ー

ス
が
あ
る
。

▼
お
ん
た
き
茶
屋
＝
中
央

区
葺
合
町
布
引
遊
園
地

₄₅
。
お
で
ん
₁
品
₁
₀
₀

円
、
布
引
ラ
ー
メ
ン
₇
₀

₀
円
、
ビ
ー
ル
大
瓶
₆
₀

₀
円
な
ど
。
☎
₀
₇
₈
・

₂
₄
₁
・
₃
₄
₈
₄
。

▼
布
引
三
十
六
歌
碑
＝
明

治
の
は
じ
め
ご
ろ
、
神
戸

の
市
民
団
体
が
布
引
の
滝

周
辺
を
布
引
遊
園
地
と
し

て
整
備
、
歌
碑
を
建
て

た
。
そ
の
後
散
逸
し
た
も

の
の
、
神
戸
市
が
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
沿
い
や
生
田

川
公
園
に
整
備
し
た
。

▼
神
戸
布
引
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
＝
北
野
町
₁
︱
₄
︱

₃
。
山
麓
駅
か
ら
中
間
駅

ま
で
片
道
大
人
₇
₅
₀

円
、
小
中
生
₃
₈
₀
円
。

山
頂
駅
ま
で
は
往
復
大
人

₁
₅
₀
₀
円
、
小
中
生
₇

₅
₀
円
。
☎
₀
₇
₈
・
₂

₇
₁
・
₁
₁
₆
₀
。

▼
布
引
五
本
松
堰
堤
＝
中

央
区
葺
合
町
山
郡
。
水
道

施
設
な
ど
と
共
に
₂
₀
₀

₆
年
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
。
周
辺
に

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
あ

り
親
し
ま
れ
て
い
る
。

音楽会、講演会、研修会、展覧会などにご利用いただけます。
ホール専用（各1台）、会議室専用（2台）のプロジェクターを導入。（無料）

9階けんみんホール

駐車場37台完備（24時間営業）

11階パルテホール

お申込み・お問い合わせ

※空室情報はホームページで随時更新中

T E L. 078-321-2131
FAX. 078-321-2138
http://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通
                   4丁目16番3号
【アクセス】
地下鉄山手線「県庁前駅」下車すぐ
JR神戸線「元町駅」・阪神本線

「元町駅」下車、北へ徒歩約7分

兵
庫
県
民
会
館

定員360名。
可動席もあり、多彩な利用ができます。

定員150名。展示商談会、各種
表彰式にも利用できます。

入口でのサーモカメラ設置など、新型コロナウイルス感染防止対策に
取り組んでおります。ご理解とご協力をお願いいたします。

県民会館のＳＮＳ発信を
始めました。
ギャラリーの展示会情報
やご利用案内などをお届
けします。

フェイスブック

ツイッター

Café はぁとす。
10月から1階ロビーに

オープン!サイフォン珈琲、
スイーツに、弁当、カレーなど

多彩なメニュー

城跡訪ねて

兵庫の

滝
山
城
跡
（
神
戸
市
中
央
区
城
山
）

南
北
朝
時
代
に
端
を
発
す
る
砦

雄
滝
、
布
引
五
本
松
堰
堤
な
ど

い
子
ど
も
さ
ん
は
避
け
た
方

が
無
難
で
す
。
神
戸
布
引
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
下
を
く
ぐ
っ

て
振
り
返
る
と
、
神
戸
市
街

地
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
い
。

歩
を
進
め
ま
す
と
、
途
中
で

平
ら
に
削
っ
た
土
地
に
遭
遇

し
ま
す
。
廓
く
る
わの
あ
と
だ
そ
う

で
す
。
道
標
か
ら
約
40
分
歩

く
と
、
主
郭
の
あ
っ
た
城
山

（
標
高
３
２
３
㍍
）
の
山
頂

に
着
き
ま
す
。「
史
蹟　

瀧た
き
や
ま
じ
ょ
う
し

山
城
阯
」
の
石
碑
が
あ
り

ま
す
。
碑
の
裏
面
に
は
、「
昭

和
十
三
年
三
月　

神
戸
市
観

光
課
」と
刻
し
て
あ
り
ま
し
た
。

１
５
５
６
（
弘
治
２
）
年
に

久
秀
は
長
慶
を
招
い
て
猿
楽

を
上
演
し
、
連
歌
を
催
し
て

も
て
な
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
織
田
信

長
の
部
下
の
荒
木
村
重
が
こ

の
城
を
守
り
ま
す
が
、
村
重

は
信
長
に
反
旗
を
ひ
る
が
え

し
、信
長
勢
が
１
５
７
９（
天

正
７
）
年
、
落
城
さ
せ
ま
し

た
。
本
能
寺
の
変
の
３
年
前

で
し
た
。

　

石
碑
か
ら
引
き
返
し
登
山

口
ま
で
戻
っ
て
、
布
引
の
滝

を
目
指
し
ま
す
。
坂
と
階
段

を
ひ
た
す
ら
登
り
、
雌め
だ
き滝
、

夫み
ょ
う
と婦
滝
、
鼓
ガ
滝
を
へ
て

雄お
ん
た
き滝
に
至
り
ま
す
。
布

引
の
滝
は
こ
の
四
つ
の

滝
の
総
称
で
す
。途
中
、

道
の
そ
ば
に
は
、
在
原

業
平
、
藤
原
俊
成
と
そ

の
子
の
定
家
、
伊
勢
な

ど
と
い
っ
た
そ
う
そ
う

た
る
歌
人
の
歌
碑
が
続

き
、
ほ
っ
と
し
ま
す
。

　

昼
食
は
、「
お
ん
た

き
茶
屋
」
で
お
で
ん
な

ど
を
食
し
ま
し
た
。
布

引
ラ
ー
メ
ン
、
だ
し
ま

き
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
予
約

す
れ
ば
、
鍋
料
理
や
ミ
ニ
会

席
も
注
文
で
き
ま
す
。

　

別
の
日
、
神
戸
布
引
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
の
風
の
丘
中
間
駅

で
降
り
て
、
布
引
五
本
松
ダ

ム
や
布
引
貯
水
池
を
見
ま
し

た
。
布
引
の
滝
を
へ
て
新
神

戸
駅
へ
行
け
ま
す
。

　

明
治
時
代
、
神
戸
の
都
市

の
発
展
と
悪
疫
防
止
の
た
め

水
道
施
設
が
必
要
と
さ
れ
、

１
９
０
０
（
明
治
３
３
）年
、

布
引
ダ
ム
と
布
引
貯
水
池
が

完
成
し
ま
し
た
。
ダ
ム
の
正

式
名
称
は
、
布
引
五
本
松

堰え
ん
て
い堤
で
す
。
今
も
現
役
の
水

道
施
設
で
、
神
戸
市
民
に
は

琵
琶
湖
淀
川
水
系
か
ら
取
水

し
た
阪
神
水
道
企
業
団
の
水

と
ブ
レ
ン
ド
し
て
供
給
さ
れ

て
い
ま
す
。

竣工当時の面影を残す外観

　
「
跡
」
も
「
阯
」
も

同
じ
意
味
で
す
。
様
々

な
資
料
に
よ
り
ま
す

と
、
築
城
は
不
明
と
し

な
が
ら
も
、
ふ
つ
う
１

３
３
３
（
元
弘
３
、
正

慶
２
）
年
と
し
て
い
ま

す
。
赤
松
円
心
が
護も
り
よ
し良

親
王
の
令れ
い
じ旨
を
受
け
て

挙
兵
し
、
こ
の
城
な
ど

を
拠
点
と
し
た
そ
う
で

す
。

　

16
世
紀
に
な
る
と
、

三
好
長な
が
よ
し慶
の
家
臣
、
松

永
久
秀
が
大
改
修
し
、

滝山城阯の石碑（右上）と水が
音を立てて流れ落ちる雄滝

「おんたき茶屋」のおでん
（1品1₀₀円、税込み）

布引五本松堰堤

滝山城跡へ行く登山路から見える
神戸市街

　

昭
和
13
（
１
９
３
８
）年
、

尼
崎
城
の
本
丸
跡
に
尼
崎
市

立
高
等
女
学
校
と
し
て
建
て

ら
れ
た
校
舎
が
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
を
経
て
歴
史
博
物

館
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。
内
装
は
全
面
的
に
改

修
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
の

色
に
戻
し
た
外
壁
や
玄
関
前

の
２
本
の
丸
柱
・
八
角
形
窓

な
ど
が
竣
工
当
時
の
面
影
を

伝
え
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
の
保
護
や
活
用
な

ど
を
行
っ
て
き
た
文
化
財
収

蔵
庫
と
、
歴
史
的
公
文
書
な

ど
の
収
集
や
閲
覧
を
行
っ
て

き
た
地
域
研
究
史
料
館
を
統

合
し
、
オ
ー
プ
ン
し
た
歴
史

地域の文化情報

開館記念展　開催中

阪神南

を
開
催
中
。
江
戸
時
代
の
尼

崎
藩
主
、
戸
田
・
青
山
・
松

平
氏
に
焦
点
を
当
て
、
尼
崎

藩
の
役
割
、
藩
主
の
業
績
な

ど
か
ら
江
戸
時
代
の
尼
崎
に

つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

【
会
期
】
11
月
29
日
㈰
ま
で

【
開
館
時
間
】
９
時
～
17
時

（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
、
た
だ

し
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日

【
観
覧
料
】
無
料

【
場
所
】
尼
崎
市
南
城
内
10

番
地
の
２

【
ア
ク
セ
ス
】
▼
電
車
／
阪

神
「
尼
崎
駅
」
南
口
か
ら
南

東
へ
徒
歩
約
10
分

【
問
い
合
わ
せ
】
尼
崎
市
立

歴
史
博
物
館
☎
０
６
・
６
４

８
９
・
９
８
０
１

博
物
館
。
２
階
で
は
、
原
始

・
古
代
か
ら
近
・
現
代
ま
で

の
尼
崎
の
歴
史
資
料
や
文
化

財
を
常
設
展
示
し
、
３
階
の

地
域
研
究
史
料
室
（
あ
ま
が

さ
き
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
）で
は
、

歴
史
的
公
文
書
等
の
閲
覧
や

照
会
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

同
３
階
の
企
画
展
示
室
で

は
現
在
、
開
館
を
記
念
し
て

「
尼
崎
藩
主
三
代
の
軌
跡
」


